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今年度要求のポイント

業者向け説明会会場等借上料

事 業 費

現在の機器のリース期間は平成２６年度末頃で終了するが、機器の
みの更新を行うのではなく、コスト、運用、業務継続性の観点から優
れたシステムの導入を行う。

また、物品、委託役務でも電子入札を実施し、成績評定システムの
対象を工事関連業務まで拡大する。

本市仕様に開発、改修

項目

786

サービス開始

【今後（27年度～）】

その他 特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 127,1240

338 通知はがき 52円×6,500者

平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額 内容・積算等

平成25年度予算額

・ASP、SaaS型システムによる運用経費の縮減
機能拡大するにもかかわらず、導入費は当初開発の約３分の２、運用経費は現

在の３分の１以下となる。
・物品、委託役務における電子入札の実施
・工事等成績評定システムの対象を工事関連業務まで拡大

25年度予算

事業目的

事業内容

再構築費

平成24年度決算額

財政局 工事等成績評定事業

主な要求内容 （単位：千円）

127,12400

業者向け説明会 131,000円×6日

126,000

新システムの業者向け通知代

事業期間 H25～ H26

開発業者決定、開発 開発終了

【経過（～25年度）】 【26年度】

・システム化範囲
電子登録システム、業者管理システム、契約管理システム、電
子調達システム、入札情報公開システム、工事等成績評定シス
テムとし、それぞれ連携させる。

・システム形態
ハードウェア、ソフトウェアを所有せず、サービスに利用料を
支払うASP、SaaS型システムとし、高度な情報セキュリティ、
災害対策基準を満たす国内のデータセンターに設置する。

・システム導入
開発業者所有のパッケージシステム等を本市仕様に一部開発、
改修する。

マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号
7整理番号 05 - 003

(単位 千円)

1 局・課名 財政局・契約課

区分
新規・拡充

－

関連事業

事 業 名 電子調達・電子登録システム等再構築事業


